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以上の事より次の如 く結論する事が出來る。即

ち嗜盤球 も亦結核症 に於ける病機 と一定の關係が

あり、結核症の豫後判定に資する事が出來る。但
ミ

し他の白血球 と同様、これのみにては個々の場合

に於いては判定の誤 りをきたす男合 もあるが・臨

床的症歌及訟他の白血球の態度 と綜合判漸を下す

場合には、有 力な役割を演する◎

、摘筆するに當り、勝沼教授及び元日本馨療團多井畑病

院長和田博士の御指導を深謝し、文ミ森學士、田原披手

の御援助に感謝の意を表すe
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奮牛込區(新宿區 内)に於け る結核患者の住宅

を主 こせる環境調査報告

東京女子醫學專門學校衛生學教室(主任 吉岡博人教授)

日 比 貞 子 大 野 ケ ン 子
ダ ∫

なけれぱな らな㌔(が、かかる研究の乏 しい現在 、
1緒 一 言 、、 本糖 も多少臆 蹴 しどせす拷 えた次第であ

漁壽灘望鍵鶏雌嘗矯麗認1註 瀞嘉壌晶謎差欝霧鐸欝篇奪論署
周知の事實であるbか く重大な課題を提供する結 のため舛園難をきわめたのである。今後は充分な

核について、それ らの撲滅への戦いは研究と相 ま 鵬 る理解をもつて馨師 も患者 もわが 日本再建のた

つ て進められ・われわれ も小 さき存在な灘がら關心 め・自畳 と協力をお しむことなく凋 出 を怠 つた

を持ち、保健所勤務中われわれの使命としてこれ り、届出を蝶つた りすることの皆無 となる日を念
セ ノ ロ 　

らの仕事に携わつて來た◎ ・ 願 してやまない。 、

そこで婚當地匠内の調査を綾け、不完全なが ら.1

約1ケ 年牛を費して得たる結果をまとめてみるこII調 査 方 法
ま 　

と搾し洗6し かしてすでにゆれわれな薔牛込逼内 調査地遮は新宿優内の善牛込匠全地域である。

の佳宅に關する環境歌態について報告 した の で 調査撒は結核患者 ユ69名届娼あ り、その中93名

(1)・ 今同も一癒 結核患者の生活環境調奄につい は居住せる全婚帯を調査 した。調 査期間は昭和21

て述べ・また・i結棲患者獲生について知 りえた事 年6月 より同22年11月 の1年6ク 月である。
項を合ぜ・今後の獅 生瀦 へ の 参敵 供 した 前記期間畷 生乃至観 された結核賭 の盤幽聡

い註 れら購 椛 灘 生磁 しらべて行つた調 よ嘱 出あ りたる者の申餅 込匠内雄 居を有す

査であるから、こけ他にも眉串なきためかなりの る ものを樹象とした。1

結鵬 都 存在する琵 離 欝 罎 見せる蟹 方法は新龍 敵 おける饒 に關する徹 鞠

にのみよつても充分豫想されるのである・それゆ 知見(1)の 場合胴 じく、筆者錫 旨導のもとに、.
応 この調査は瑚 の結核賭 凡てについて行つ 筆者及び新宿保健姻 名、他疎 京女瑠 學專門
たものでもなく・この黙 油 ては不完全といわ 學校生徒5年 生若干名醐 飲 墾 つた

.し かし
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て、調査項目については住居に關する調査は上記

の住宅に關する報缶の場合と同様の調査票 を使用

ぷ

したので、今回は省略する。ゆえに結核患者につ

いての調査票のみを掲げる。(第1表 参照)
1
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1)結 核患者性別年齢別内課

奮牛込匪の組 年牛嬢 生せる結核賭169名

を性別に分つと、第2表 の如 くである。即ち、男

子55.62%に 封 し、女子4438%で あつて、男子の

第2表 性別結核患者獲生敷

性 刎 人釧 %

劉 舞
・55,62%

44.38%

計 169 100。00

方が10%鹸 多いのである。最近の死亡率 よりみ

ても男子の方縞 いので効 ω)・ こ櫨 撃子の

肚會環境な り地位な りのしか らしめるとこちであ

ろう◎

つぎに年齢的にみると、第3表 に示 したごと く

であつて、20～29歳D37%が 歴働的多鍛 を占め、

10～19歳 及び30～ き9哉 示これにっいで15～16%

40歳代の12%、0～9及 び50歳 代の約8%、60

以上の約4%・ の順位である。性別についてみる
　

と、20～29歳 が 男 女 と も1位 、男 子 で は10～19、

歳 及 び30～39議 が2位 、40～49歳 が2位 、0～9

40歳 以 上 が4位 とな つ て い るが 、女 子 で は2位 が

＼
偶一一12___
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蔑 メ

が40～49歳 、3位 が0～9、10～19、50～59歳 ・

4位 が30～39歳 、60以 上 が5位 と な つ'くV・ る 。

第3表 性別年齢別患者獲生敷
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第4表 結核患者主佳地丙謬
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2)結 核患者の主住地

結核患者の主佳地についてみるに、第4表 の

こきくである。とれによると・本識糞が都内のも

のであることに もよろうが・東京都内の ものが8

割を占めてお り・これに市に居住せ しものを加え

るe8a・34%とkb・ 都市なる就會環境の影響甚

大なるととを窺知するものである。 しか して弧栃

木・長野がこれにつぎ・a57%、 朝鮮が238%、

その他は何れも1%で あつて大葦はない。

・3)感 染源
ぽ

感染源にρいてみる鳳 第 与衷に示すごとくで

65・56± ξLO8t

・{・ ・㈲

ある。すなわち、特別に結核患者 と判明せる ものが

身邊に存在 しない者の嚢 病 者 が約G割5分 をし
む

め・家族中に患者のあつた もの潜12駕 ・同居蓄中

にあつた もめが2%て 、これ らは家族内感染と同

一と見倣 して支障なく都合14・44%に あたつてい

る。その他に親類、知入(友人)、近所等患者 と交

1渉 のあつた ものの褒病が合計2割 となつている。

したがつて、知らない間の感染はともか く、充分

に豫防に考慮を彿 うならば3割5分 近 くの感染者

は勿論就會経濟的要約 も關與するが・嚢疲にいた
ゆ

らす未然に防 ぐことも考えられるであろう。

4)療 法'
な ち

當匠の結核患者の療養方法についてみるに次の

第6表 療養方法
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第7表 治療方法

「藩 ア1轍
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ぼ

第6表 及び第7表 の如 くである◎

ます、第6表 により療養をみると、病院に入 り

完全な療養生活に入 りしものが大燈V4、 自宅で輩

に艀養 しているものが1ん 、 病院に通つているも

のが最 も多 く3割5分 で、自宅へ轡師を招いてv・

るものが1割5分 である。治療方法に關 しでは第
メ

7表 のごとく、氣胸療法が約3割 、藥剤の注射 と

.藥割の投與をうけているものが5劇 に近 く、温漏

布以下その他を加えて2割 となつてお 鉱'何 等治

療をほどこされていないものが この他に相當な数
ぷ

にのぼつている歌態である。

5)経 過及び現況r .ヂ

當匪の1年 宇の結核患者の経過及び現在の状況

についてみるに、次 の第8表 笈び第g表 に示すご

ge第8表 純ノ 過 ・・

翫 』』 粕司 側%± 鼠脇

ことと思 う。

さてylケ 年孚に届田られた結核 患者の現況を

みるに表により韓 らかなごとく・完全治癒せる

ものはわすか1.44%に して、治療 しなが らある

いは注意 しながら健康人とともに逓學 した り、通

勤 した り萬來る程度の ものが ユ9・42%、 また、家
ず

内作業にのみたすさわ り得るもの ユ439%で これ

らを合せて約35%が ます順調なる経過をとつて

いるものであつてくその他は死亡、目下入院、韓

地等悲 しむkき 現況を示 しているものでおる。ゼ

6)結 核患者磯生並びに死亡会布圖

薔牛込匠の1ク 年孚の結核患者の螢生と亮亡を

分布圖に現わ してみたのが第1圖 である。人口の

割合や環境を多沙考慮 して罹災地と非罹災地とを

癒
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第9表 結核患者の現況
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ザ 圃 結鞍麗 叢主及び死[分蒲圖

騰 謬＼ 毛一 ・

現

完 全冶癒 せ る者

死 亡 者

入 院 中諾
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家 庭 雍 養 者
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「通 學
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計
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2L58土3、49

9.35±2、47

4。32±1.72

29.50士3,87

(15,85±3.1Q)

14、39土2.98

1亀,42土3.36

ユ39{・ … 叩　
と くで あ るeこ れ に よる と・届 網が あつ て2ク 年

聞に治癒せるものと縄 が良好なるものが約タ%ザ

で5割 に近いことはようζぱ しV・が、一方におい

ては3害 嚇1ミ慌 も及ぶ死亡者を出し・畦 た・経過が

増悪 した り、鯨病を併獲せる ものが11%近 く存

右 し、傘 病當時と殆んど墾化なき蚤 のが約1割 あ

ることは、雁會問題さしてもゆるがせに婁來 ない

9斥 率 一好/7・ 竃噛

麟

分類 したが、これによる と登生地は比}較的限局性

を有する感がある◎即ち、原町、藥王寺、富久町り

一部に密集 して螢生してお ウ、その他の地鹸 は

散在性に獲生はしているが、しか し、33ク 町は1

名の患者 も畿生せす散在性 とはいえ孚限局性であ

るといえるであろ う◇死亡者について見るときは

さらにこの傾向が彊い。しか も爽生の極めて多い

原町、藥王寺について調査 す るに 佳宅環境の不

良 と開放1生患者の菌傳播のはなはだ しきを叢見す

るに及び傑然たるものがある。か くて、各保健所
の ゆ

においてはこれ らの感染源の焚見に努め、さらに

__14-一
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「v結核豫防の重黙的な實際活動を行b
、それらの活

動の完塁を期すならぼ都市における結核豫防の一・

面は解決 されるであろう。.

7)環 境欺態"

結核患者住宅の壊境についてみるに、第10表 の

・ 第10表 環境状態

〆 普

否

剣 鰭釧%郵%

通 霧{6雛1駕
291翻 ±5…

計 88110α00

ノ

ごとくである。これによると否なるものが約33%

に して、一般住宅における場合(1)の24・59%に

比べ約8%蝕 の増加を示 してお り、常識的豫想に

一致 して結核患者佳宅の環境が不良である。しか

し一艇 比較しs翫 一1…k/,く2に し硝

意の差はみるにいた らない。

8)間 数l

i家族人藪刷に一・世帯當 の間勲についてみるに{

陵 の第1壊 のごと くである.す な砺 、一世帯當

りの 人歎 は3、4、2、5人 が もつ と も多 く、 ・一

般 の揚 合 で は4、 δ、3人 の 順 で あ つ た こ と よ り

第11表 家族人員別聞微相關表
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間敷e:=2.34±0.13Sx=1.39±O。09

人婁文.x=4,34±[0.23Sx=2.24±0.12

すれ ば ・ や や 人藪 は 少b
～デへ 偏 して い る 。 しか し

一方 一 世 帯 當 りの平 均 闇鍛 ほ2 ・34間 に して 、 ま
'た

・ 一世 帯 當 りの 李 均 人鍛 は434人 に して、 一"■t

間 當 りの 煉 は2・04入 で あつ て澗 齪 人歎 と

の 割 合 をみ る と・結 核 賭 佳 宅 のカ が 搬 の 揚 合

よ り條件 の 悪 い ことが み られ るの で あ る
。 な お ご

欄 當 りの 李 均 人員 の最 小 はO・33人 で あ あ、最 大

は9人 で あ る◎結 核 患 者佳 宅 が 一般 の 場 合 よ り間

鐵 少 き もの多 き ことは 、1室 の ものが 一般 よ り6

%鯵 く・1・2室 を加 え て も結 核 賭 あ る世 静

の 方が 多 く・3、4、5室 におV・て は大 差 な く
、6

室 以 上 を有 す る もの は一 般 の 努 合 に 多 い こ とに よ

つ て も分 る。

曳

9,蛭 敬

前 述 の ご と く間敬 の みで な く、や や 詳 細 に 蟹敷

に つ い二 み る と第12夫 に示 す 鷲 と くで あ る
。 之 に

よ る と一世 帯 富 りの 蝉 歎4・5蛭 以 下 が約5%も あ

り・一般 の場 合の 約2倍 近 く、 次 の4.5～7蛭 の

場 合 慰約26%も あ の、これ も5%多 く、聲 勲 少 き

もの が 結 核 患 者 住 宅 に 多 き こ とは慈 染 そ の他 の鮎

よ り憂 慮 す べ き もの で あ る 。 さて 、一一世 帯 欝 φの

干均 蛭数 は11・75±O・75に して 、 一・入 當 りの 李 均

蛭 歎 は一一世瀞 嘗 り李均 入員 が4.34人 で あ る か ら

2・2蛭 とな る ◎ そ こで 一 世 幣 當 りの蛭 数 が9 .6聲

以 上 な らば ・ 一・人 當 わの挙 均 蛭 数 に 達 す る の で あ

る。 この 難iにつ い て み る に9・5蛭 に 選 しな い もの

'
一一一15___
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＼ 入敷、、

塾_㌦ ＼_

.2～4.5

4.5～7。0

7.0～9。5

9.5～12.0

12.O～14.5

14.5～17,0

17。0～19.5

19.5～22.0

ノ22.0～24。5

黛4。5～?7。0

気7。0～ ・
一

計

o/触 、
ノo睡

s,E.%

第12表

(・23～4・

i

顧敷と人歎との相關表

1

7

耀
二

9
β

0
ρ

5(v6

1

8

8

4

5

3

1

1

1

1

5

4

2

1

3

1

1

4

7・V8

-

噸↓

嘱■

0
4

0
泊

1

1

1

9～

1

2

3

1

璽
↓

噌⊥

計

4

2

4

2

、1

9

3

2

2

1

6

0
β

疇五

-

喧蓋

%±s.E.%

4、6昌±2.2Y

25,58±4.60

16.28±3.98

13,95±3.63

12.79士3。50

10。46±3.20

3。49±L98の

2.33±1.62

2.33±L62

1。16±1、15

6,98=上2.75

・3{32122i・ ・19い6!1・ ・…

li…2{37・211・2S・5Si・ …21・ α州 ・・α・・i、

i± 綱 ±5.・21土4… ト 訓 ± 訓

が 全 罐 の46.51%に み られ 、趣 に1人4蛭 以 上 に
ミ

あたるものがわすかに1628%に すぎない歌態で

ある◎

10)居 室の換氣、探光歌態 ・

居塗としても利用されている部屋 を 封 象とし

て、その換氣、採光歌態をみるに、爽に掲げる第

13表 の如 くである。すなわち換氣、探光ともに良

第13表 居室の換氣。探光

この鮎は自家に有する ものが結核患者佳宅に多 く

好條件にある。しか して入浴圏藪についてみると、

第14表 めごとくである◎これに よると、(日数

は季節の攣化をさける意味においゼ4季 を通 じて

の李均とした◎)健康者では1週 に2同 以上の もの

日

第ユ4表 入浴周敷

敷 障 鰍%± 隠%

一 遇麺墾翫越

否
何れにも入れ
難きもの

6・i.65・59±4・83

26127.96±4,65

司6・45±2・55

6266.67≠4.89

25126.88±4,60

66,45±2.55

計1・31・ ・・…193,・ ・・…

好 な る もの65～66%、 否 な る もの27～28%、 良

否 何 れ に も入 れ 難 き も の 約6・5%に あ りて 、採
キ

光に關 しては一般の場合と大差なきも換氣につい

ては今同の結核患者佳宅の揚合が不良なるものが
d1割以上多

いのである・しか して・S .E.d>2

に して一般佳宅との闇に有意の差をみとめた。

11)入 浴

湯殿の設備状態についてみると、有するもめが

8割 もあ り、・一・・一一e般の揚合は6劇 であつたのに比 し

1日1同

2～2.5日

3～3.5日

4～5日

/6～7日

10日

1ヶ 月

不 可 能

随 時

51

151

18i

5i

131

拶31

1i

7{

26t

5.38ま=2.34

1613±3,δ1

19。36±410

5.38ゴ ≒2.10

13.98±3,63

3.22±1.83

1、08±1.38

7.52±183

2!7,95ま 二465

、計;9パ 玉・・…

が8割 を占めていたが、結核患者の場合は4割 で

あつて約孚数であ り、1週1同 乃棄随時が4割 を

占め、全 く不可能なるものが7.52%あ り、健康

者の場合とかな り條件の桐違せることがわかる。

12)清 潔及び整頓度

佳宅の清潔並びに整頓度について み る に、第

15、16表 に示すごとくである。これによると清潔

_16-一 一
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第15表 清 潔 度

訓 齢 馴%± 隠%
30.49±5.08

53.66誠=5.41

15.85±4。03

計 82i・ ・・…

第16表 整 頓 度 集 ～

臭 否 別 齢 馴%圭 墾%

、 良

普 通

否

黙

弗

10

35。《)Od,5.23
◎

52.50±5.58

12.50±3.70

計90100.00
一

度 に蘭 してみ るに 、良 に 屡す る もの は30.49%va

して一 般 の揚 合 に お いて は44.26%で あつ た の に

比し藩 レ 少となつている.この獄 謡 τ 一

19'91
.2,3,>2だ して龍 であることよけ れ臨

結核患者住宅の方が一殺家庭 より清潔変において

劣つているといえるであろう。しか して整頓度に

關 しては本調査が良な る もの35.OO%、 一般が

40.90%で 、これ も結核患者佳宅の方が劣つてb

るが、清潔度のごとく著明ではない。

IV総 括並びに結論

奮牛込匠における昭和21年6月 ～同22年11月 の

期間即ち・1ケ 年孚に屑出あゆたる結核嵐者169

名について、及び牛込画に鬼住せる93世 帯につい

て調査せる結果を総括ずるに次のこどくである。

1)結 核懸者の性別についてみるに、男子55.6

2%・ 女子44・33%に して男子の方が1割 飴多鍛

を占めている。また、性別年齢別にみると、男女

とも20～29歳 が座働的に多く、特に女子に著明

である。ついで男子では10～19歳 及び30～39

歳が2位 ・40歳 代がこれについで、0～9歳 及び

50歳 以上が最低となつている。女子では40歳 代

が2位 、0～9、50～59歳 がそれにつづ き、30歳

代及び60以 上が最低である。

2)結 核慰者の主住地についてみると、東京が

80%に 達 し、栃木、長野が4%弱 、朝鮮2%強

で、その他が各約1%で ある。

3)。憾染源につbて は、不 明なる ものが65%を

しめ、家族及び同居人に結核患者ある もの乃至あ

つたものが14%、 その他友人、近所、親類 にあつ
/

た ものが20%で ある。

4)療 法についてみるに、入院加療申の もの24
、

%、 通院35%、 自宅受診15%、 自宅齢養26%

であり、治療方法は氣胸29%、 注射23%、 内服

藥26%、 漏布9%が 主な もので、その他に横隔

膜捻除衛、食事療法等がある◇

5)経 過につbて は、完全治癒2%絵 、良好な

る もの45%、 攣化なきもの10%、 増悪及び鹸病
せ

併獲11%、 死亡32%で ある◎また、1ケ年孚の

間に蛮病 した患者の現況についてみると、家庭療

養中のもの最 も多 く30%に して、その中16%

が留師の指導をうけてお り、つぎが死亡せるも㊧

で22%、 通學乃至通勤中の もの19%絵 、家内
の

作業についそいるもの14%、 入院中のもの9%、

韓地4%と なつている◎

6)結 核患者護生及び死亡分布圖をみるに、罹

災地、非罹災地 を考慮して も叢生地匝は比較的隈

局性を有 し、原町、藥王寺、富 久 の1部 に 密集

し、その他の1部 の地域は散在性に蛮 生 して込

る。死亡者についてみるとこの 傾 向が さらに張

bo

7)環 境状態 を槍するに、33%の 不良なる もの

がみられ、-4般 住宅 より結核患者住宅の方が環境

あしき方が多いが、雨者の間に有意の差はみるに

至らなかつた。

8)聞 数をみうに・・-tl世帯當1)の 挙均人員434

人なるにギ雫均闇数は2:34間 に し七・1間 當 り

の人員は2・04人 である◎また1間 當 りの4～均人

員の最小はO・33人 、最大は9人 である◎

9)盤 鍛についてみると、一一世帯欝 り11.75{疑

に して1人 嘗 り午均22愚 である。 しか して1世

帯當りの握数が1人 當 り李均盤徴に達 しなhも の

が全膿の46%に み られ、結核蔓延防止に大なる

問題を投げかけている◎

10)居 室に利用 している部屋の換氣、探 光につ

いてみるに・良好なるものは65～66%、 否なるも

の27～28%に して・採光は一般の場合と大差な

一17-_
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きも、換氣については結核患者佳宅の方が不良な 合 より少 く、とくに清潔度においては1割 以上の

るもの一割以上多 く、一般佳宅に比 し、有意の差 相違があ り、有意の差をみとめたQ

をみとめた。、 終りにのぞみ、終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜り

11)入 浴歌況を検すると、湯殿を自家に有する たる吉岡博人教授に潔謝する。なお本調査に際 し種々御

ものが案外多 く、8割 であるが、入浴同鍛は1年 援助頂いた新宿保健所保健婦二紳・高野雨氏に謝意を表

rp均1週2圃 以上のもの4割 で一・nvの場合ほ8割 す・

であ り、その他1週1同 あるいは膿時、不可能な1)日 比貞子・大野ケン子:新 宿旺内におけろ佳宅に

るもの等が6割 をしめ礎 賭 鵬 舵 かな り條 肘 棚 蝉 的知見・躰 馳 學騨2・2=29一 雛・
昭和23年 。件 を こ とに して い る

◎ ・2)渡 邊 定
:結 核 死亡の新 らしき働 向並 びに踏卒 中

12)清 潔 ●纐 度 につ い て は ・ 吋 蝿 良 な る
死亡蹴 て、躰 醤 囎 誌、2・。3・_3鳩 和22年.

もの は33～35%の 僅 少 に して 、 また 、 晶 般 の 揚.e

尿 ウ ロ ビ リノ ゲ ン反應 知 見 補 遺(第一報)

(常温 時拉 加 熱 時 の エール リッ ヒ氏 アル デ ヒー ド

反 慮 の臨床 的研 究)

名古屋大學醫學部勝沼内科教室(指導 勝沼精藏教授)

図立療養所大府荘研究室(指導 勝沼六郎博士)

束 村 道 雄

(本 論文 の第一報 並に第=報 は其 の一一部を昭聯23年5攣 せ す"と ウ ロ ピ リノ ー グ ン反 慮 の項 に記 載 が あ

月・客古屋馨學 會第55周 総 會に於て・其 の大要 を昭和Ptる 。 然 しなが らEhrlichのAldehyd試 藥 に よる

年4月 ・日本結核病學 會第24同 網會 に於て獲表 した)ウ ロ ビ リノ ゲ ン反 慮 に て 加 熱 して も赤 攣 しな い揚

_合 即 ち加 熱 陰 性 に就 て の 臨床 的 研 究 に關 す る記 載1緒 冨

は 著 者 の寡 聞 す る と ころ未 だ 存在 しな い 、著 者 は

動 物 の総 楡 謄 管 閉 塞 を行 う と謄 汁 及 び 尿 中 ウ ロ 健 康 者 と して26名 の看 護 婦 及 び夫 府 荘 入 院 申の

ピ ソン艦 の消 失 す る こ とはFr・Miiller1)r・Hilde肺 結 核 息 者83名 に 就V・て 、加 熱 陰 性 が 上 記 の 檬

ebrandt2),F-lman&McMaster3)雑 よ 厩 に な 姻 及 噸 似の 條件 墜 臆 起 され 得 るか 否 か

認められ、且又吾國にても多藪の學者が之を追試 を～換言すれば病的意味を持つか どうかを、又如

して認めている。又腸内還元 作 用 の 蝕如する場 何なる症歌と蘭係が深いか を槍討 した。

鍵 養跡 烈 蟹搬 離漢 雲2實 験方法
わ れ 、又腸 の 伽 ビ リ ン吸牧 作 用制 止 の揚 句 例 え1)實 験 材 料

ばMac,MUnn4)の 門脈 結 紮 實 験 とか 、 ヒマ シ 健 康 者(看 護 婦)26名 及 び 肺 結 核 患 者(大 府 荘

油等 で 下 痢 を起 した 時 に は ウ ロ ビ リン尿 は ない と 入 院 中)83名

云 われ 、Meyeru.Heinelt5)は ウ ロ ピ リノゲ ン・ ・2)槍 査 時 聞

尿 は大 腸 の糞 便充 瀦i程度 に 左 右 せ られ る と云 つ て1日4同 印 ち6時 、10時 、13時 、16時 、槍 査 日

い る 。 しか し又Bargellini6)及 びSchmidt7)は に は 安艀 を保 た しめた 。'・

ウ ロ ビ リン尿 に下痢 の 翻 係 を認 め て い な い 。西 川3♪ 槍 査 期 聞

畿 方 氏8)著"内 科 診 療 の實 際"に は絡 輪 謄 管 閉 昭 和£O年9月19日 よ り29日 の 間 に1人1日4同

塞 し謄 汁 の腸 管 内に 訣 如 せ る揚合 は加 熱 す る も赤 の採 尿 を して槍 査 した 。
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